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論文内容の要旨
この研究の目的はアクチナイド核種の低エネルギー核分裂事象における切断点で、の核分裂片の'性質について調べる
ことである。そのために 2 種類の実験を行った。まず 1 つは核分裂片についての二重速度二重エネルギー (2v2E)
測定であり， もうひとつは即発中性子の直接測定である。









即発中性子の直接測定は 252Cf の自発核分裂について大阪大学 RI センタ一豊中分館にて， 233U の熱中性子誘起核分
裂については京大原子炉にて行った。中性子の検出には液体有機シンチレーターを用い，飛行時間法により運動エネ
ルギーを求めた。中性子測定を核分裂片の二重エネルギー測定と同時計測することにより，核分裂片質量及び運動エ
















のし易さを定量的に評価することに成功したD そして，切断時の核分裂片の性質に 3 種類の特徴的な組み合わせが存
在することを発見した。よって，本論文は博士(理学)の学位論文として十分に価値のあるものと認める。
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